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【
時
間
】
午
前
　
時
（
　
日
は
　

１０

２０

１１

時
）
～
午
後
６
時
（
　
日
は
正
午
）

２５

　
７
月
　
日（
日
）・
　
日（
土
）に「
西

２４

３０

宮
親
子
劇
場
」
を
開
催
し
ま
す
。
平

和
の
大
切
さ
を
テ
ー
マ
に
し
た
絵
本

の
音
語
り
や
映
画
会
を
行
い
ま
す
。

　
問
合
せ
は
西
宮
親
子
劇
場
（
０
７

　
市
と
阪
急
バ
ス
は
、
８
月
　
日
１３

（
土
）・
　
日（
日
）に
運
行
す
る
白
水

１４

峡
公
園
墓
地
へ
の
墓
参
バ
ス
の
利
用

者
を
募
集
し
ま
す
。

　
両
日
と
も
運
行
経
路
・
時
間
は
同

じ
で
す
。

　
【
運
行
経
路
・
時
間
】
午
前
８
時

　
分
に
阪
急
西
宮
北
口
駅
南
広
場
バ

２０ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
似
８
時
半
に
Ｊ
Ｒ
西

宮
駅
北
側
似
８
時
　
分
に
市
役
所
本

４０

庁
舎
前
似
９
時
　
分
に
白
水
峡
公
園

２０

墓
地
前
。
中
央
園
地
西
側
駐
車
場
へ

行
く
人
は
、
９
時
　
分
に
墓
地
前
か

２５

９
８
・
３
４
・
２
３
４
１
…
西
宮
市

教
職
員
組
合
内
）
へ
。

　
興
絵
本
の
音
語
り
「
じ
ご
く
の
そ

う
べ
え
」
ほ
か
　
７
月
　
日（
日
）の

２４

午
前
　
時
半
、
午
後
２
時
か
ら
西
宮

１０

市
大
学
交
流
セ
ン
タ
ー
で
。入
場
無
料

　
興
ア
ニ
メ
映
画
「
二
十
四
の
瞳
」

７
月
　
日（
土
）の
午
前
　
時
、
午
後

３０

１０

１
時
、
２
時
　
分
か
ら
フ
レ
ン
テ
ホ

５０

ー
ル
で
。
入
場
料
５
０
０
円
（
３
歳

以
下
無
料
）

ら
出
発
（
墓
地
前
～
駐
車
場
の
間
は

途
中
下
車
不
可
）
。
帰
り
は
　
時
　

１０

４０

分
に
駐
車
場
、
　
時
　
分
に
墓
地
前

１０

４５

を
出
発
予
定
（
行
き
と
反
対
の
経
路

を
た
ど
り
ま
す
）

　
【
料
金
】
片
道
６
０
０
円
（
小
学

生
以
下
３
０
０
円
）

　
【
定
員
】
両
日
で
２
８
０
人

　
【
申
込
】
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
希
望
日
（
第
２

希
望
が
あ
る
場
合
は
記
載
を
）
、
人

数
、
乗
車
場
所
（
「
阪
急
西
宮
北
口

駅
」
か「
Ｊ
Ｒ
西
宮
駅
」か
「
市
役
所

本
庁
舎
前
」）、
下
車
場
所
（
「
墓
地

前
」
か
「
中
央
園
地
西
側
」
）
を
書

き
、
７
月
　
日（
消
印
有
効
）ま
で
に

２２

西
宮
市
都
市
整
備
公
社
斎
園
管
理
課

（
〒
６
６
２
―
８
５
６
７
六
湛
寺
町

　
―
３
☎
０
７
９
８
・
３
５
・
３
３

１００
６
）へ
。多
数
の
場
合
人
数
調
整
あ

り
。
通
知
は
７
月
　
日
頃
発
送

２９

　
※
８
月
　
日（
金
）～
　
日（
月
）の

１２

１５

午
前
９
時
～
午
後
４
時
に
中
央
園
地

西
側
駐
車
場
で
臨
時
香
花
店
が
出
店

　
怯
さ
く
ら
や
ま
な
み
バ
ス
で
白
水

峡
公
園
墓
地
へ
　
下
車
場
所
は
白
水

峡
墓
園
前
（
十
八
丁
橋
停
留
所
）。

な
お
、
バ
ス
は
墓
地
内
に
は
入
り
ま

せ
ん
。
問
合
せ
は
都
市
計
画
グ
ル
ー

プ
（
０
７
９
８
・
３
５
・
３
５
２

７
）
へ

皿原爆展の内容皿
被爆資料・写真パネル
広島平和記念資料館が所蔵している被爆現物資料
20点や写真パネル、ポスターを展示
第五福竜丸の被爆資料
昭和29年にアメリカがビキニ環礁で水爆実験を
行った際に被爆したマグロ漁船・第五福竜丸につい
ての資料30点を、第五福竜丸平和協会の協力によ
り展示。また、乗組員宛てに西宮市民が書いたお見
舞いの手紙などを展示
企画展「原爆詩に込められた平和への祈り」
原爆が投下された当時の悲惨な光景を生々しく描
いた詩や平和への祈りを込めた詩など、二度と同
じ過ちを繰り返してはならないという強い思いが
つづられた数編の詩を展示
折り鶴コーナー
平和への祈りを込めた折り鶴を作ってもらうコー
ナーを設置　※折り鶴は後日、広島平和記念公園
の「原爆の子の像」にささげます
被爆体験者の講話
7月24日（日）の午前11時半、午後３時から西宮市
大学交流センターで

　
７
月
　
日（
水
）～
　
日（
月
）に
フ

２０

２５

レ
ン
テ
西
宮
４
階
で
「
原
爆
展
」
を

開
催
し
ま
す
。
入
場
無
料
。
主
な
内

容
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　
原
爆
犠
牲
者
へ
の
追
悼
と
世
界
平

和
を
願
い
、
８
月
６
日（
土
）に
「
平

和
灯
ろ
う
流
し
」
を
行
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
に
よ
っ
て
描
か
れ

た
、
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
入
り
の

灯
ろ
う
を
流
し
ま
す
。

　
【
時
間
】
午
後
７
時
か
ら
。
小
雨

決
行
　
【
会
場
】
鳴
尾
新
川
＝
右
下
地
図

参
照

　
※
当
日
午
後
６
時
か
ら
鳴
尾
東
公

民
館
で
被
爆
体
験
講
話
を
開
催
。
入

場
無
料
。
定
員
　
人
。
当
日
先
着
順

４０

（
受
付
は
５
時
半
か
ら
）

　
戦
争
や
被
爆
経
験
者
が
少
な
く
な

っ
て
い
る
今
、
戦
争
や
原
爆
の
悲
惨

さ
、
恐
ろ
し
さ
を
次
世
代
に
継
承
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
原
水
爆
禁
止
西
宮
市
協
議
会
や
市

な
ど
は
、
平
和
の
大
切
さ
、
尊
さ
に

つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
考
え
て
も

ら
え
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
平
和

啓
発
事
業
を
行
い
ま
す
。

　
問
合
せ
は
原
水
爆
禁
止
西
宮
市
協

議
会
（
０
７
９
８
・
３
５
・
３
４
７

３
…
秘
書
・
国
際
課
内
）
へ
。

７
月
　
日（
日
）・
　
日（
土
）

２４

３０

西
宮
親
子
劇
場

　
本
市
は
、５
月
に
宮
城
県
栗
原
市
、

登
米
市
、
南
三
陸
町
、
女
川
町
、
兵

庫
県
阪
神
支
援
チ
ー
ム
（
西
宮
市
、

宝
塚
市
、
川
西
市
、
猪
名
川
町
で
編

成
）
の
５
市
３
町
で
災
害
活
動
応
援

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
阪
神
支
援
チ
ー
ム
の
一
員

と
し
て
、
東
日
本
大
震
災
で
行
政
機

能
等
に
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
南
三

陸
町
お
よ
び
女
川
町
の
復
旧
・
復
興

を
支
援
し
て
い
ま
す
。
本
市
の
支
援

状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
（
７
月
３

日
現
在
）
。

　
な
お
、
震
災
発
生
以
降
、
岩
手
県

な
ど
で
実
施
し
て
き
た
水
道
局
に
よ

る
応
急
給
水
活
動
は
６
月
５
日
で
終

了
し
ま
し
た
。
問
合
せ
は
防
災
対
策

グ
ル
ー
プ
（
０
７
９
８
・
３
５
・
３

５
４
６
）
へ
。

　
興
６
月
～
　
月
に
か
け
て
２
町
へ

１０

技
術
職
員
を
１
人
ず
つ
長
期
派
遣
。

南
三
陸
町
で
は
、
６
月
１
日
～
９
月

末
の
間
、
震
災
復
興
推
進
課
に
お
い

て
災
害
復
興
計
画
の
策
定
に
従
事
。

復
興
計
画
は
９
月
中
に
完
成
予
定
。

ま
た
、女
川
町
で
は
、
７
月
１
日
～

　
月
末
の
間
、
建
設
課
に
お
い
て
庁

１０舎
や
学
校
な
ど
の
公
共
施
設
の
復
興

管
理
業
務
に
従
事

　
興
７
月
　
日
～
８
月
６
日
の
間
、

１１

南
三
陸
町
の
ご
み
収
集
業
務
支
援
の

た
め
、
職
員
を
６
人
ず
つ
交
替
で
派

遣　
興
南
三
陸
町
の
情
報
処
理
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
同
町

と
協
議
し
な
が
ら
進
行

　
興
６
月
　
日
に
水
道
局
か
ら
給
水

２４

車
１
台
を
南
三
陸
町
へ
寄
贈

２
町
へ
の
支
援
内
容

原
爆
展

７
月
　
日（
水
）～
　
日（
月
）

２０

２５
　６月定例市議会で新しい議長と副議長
が選ばれました。
　議長は白井啓一さん（公明党議員団）。
平成１１年から連続４期当選。議会運営委
員会委員長、総務常任委員会委員長など
を歴任。今津大東町在住。６２歳。
　副議長は河崎はじめさん（市民クラブ
改革）。平成１５年から連続３期当選。建
設常任委員会委員長、厚生常任委員会委
員長などを歴任。門戸岡田町在住。５５
歳。
　問合せは議会事務局（0798・35・
3380）へ。

　白井啓一
　　議長

　河崎はじめ
　　副議長

平和灯ろう流しの会場案内図


